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巻頭コラム「夏がゆく」　
第 34 回特別企画展
　「〝かわいい〟のパイオニア 竹久夢二展
　　大正浪漫のマルチクリエイター」
開会記念講話
講演会 「詩人になりたかった夢二　―大正ロマンに彩られた美と言葉より―」
小倉昭和館で映画の協賛上映
北九州での夢二研究を牽引した「夢二を語る会」――会報紹介
山崎ナオコーラさんトークライブ　～ミライの源氏物語～
共催「源氏物語五十四帖　王朝文学を筆にのせて」
（第46回光草書道展）

林芙美子忌の集い
宗左近忌
森鷗外を偲ぶ会
劉寒吉　碑前の集い
朝比奈秋さん芥川賞受賞
友の会自主企画「やさしい文章教室」
展覧会開催予告
〔第 35 回特別企画展〕
　「門司情景―文学でたどる」　
お祝い、お悔やみ／寄贈者・提供者、提供雑誌
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こ
の
夏
は
、
自
然
界
が
愚
か
な
人
間
ど
も
を
威
嚇
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
厳
し

い
日
々
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
古
木
の
百
日
紅

に
ピ
ン
ク
の
花
房
が
あ
ふ
れ
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
凌
霄
花

は
太
陽
に
負
け
じ
と
力
強
く
咲
き
、
酔
芙
蓉
が
可
憐
に

花
を
つ
け
て
い
る
と
、「
あ
な
た
た
ち
、
よ
く
頑
張
っ

た
わ
ね
！
」
と
い
と
お
し
く
な
り
ま
す
。

　

今
夏
は
竹
久
夢
二
生
誕
一
四
〇
年
、
没
後
九
〇
年
を

記
念
し
て
、「
竹
久
夢
二
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
一
九
七
六
年
一
月
、
小
倉
玉
屋
百
貨
店
で

「
竹
久
夢
二
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
、
開
会
式
に
は
夢

二
の
次
男
不
二
彦
や
、
小
倉
出
身
の
詩
人
・
評
論
家
で

評
伝
『
竹
久
夢
二
』
の
著
者
秋
山
清
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

竹
久
夢
二
は
、
一
五
歳
か
ら
一
六
歳
に
か
け
て
の
一

年
半
、
一
九
〇
一
年
に
操
業
し
た
ば
か
り
の
官
営
八
幡

製
鐵
所
で
筆
工
と
し
て
働
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
製
鐵

所
の
資
料
に
今
の
と
こ
ろ
本
名
の
竹
久
茂
次
郎
の
記
録

は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
多
分
、
非
正
規
雇
用
で
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
前
年
二
月
、一
家
（
夢
二
と
祖
父
母
・

両
親
・
姉
・
妹
）
は
岡
山
か
ら
「
一
旗
揚
げ
よ
う
」
と

当
時
の
遠
賀
郡
八
幡
村
大
字
枝
光
（
現･

北
九
州
市
八

幡
東
区
山
王
）
に
引
っ
越
し
、
夢
二
が
家
出
同
然
に
上

京
し
た
の
ち
も
住
み
続
け
ま
し
た
。
夢
二
と
た
ま
き
の

長
男
虹
之
助
は
、
両
親
の
離
婚
の
た
め
こ
こ
に
預
け
ら

れ
、
地
元
の
小
学
校
、
中
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
住
ん
で
い
た
か
は
不
明
で
す
が
、
一
九
二
八
年

に
は
母
親
、
三
一
年
に
は
父
親
が
妹
の
嫁
ぎ
先
の
京
都

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夢
二
と
枝
光
と
の
関
係
は
実
際
に
は
こ
こ
ま
で
で
す

が
、
一
九
七
八
年
に
竹
久
夢
二
文
学
碑
が
建
立
さ
れ
て

以
来
、
地
元
の
企
業
主
、
商
店
主
、
自
治
会
、
婦
人
会

な
ど
の
有
志
に
よ
っ
て
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、「
夢

二
ま
つ
り
」
が
毎
年
九
月
に
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
四
七
回
目
。
神
事
で
は
じ
ま
り
、
地
域

の
方
々
に
よ
る
出
店
も
あ
り
、賑
や
か
に
「
夢
二
音
頭
」

も
踊
ら
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か
一
年
半
の
夢
二
の
滞
在
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
内
を
あ
げ
て
夢
二
を
顕
彰

し
よ
う
と
す
る
そ
の
心
意
気
に
感
動
し
ま
し
た
。
地
域

の
文
学
館
と
し
て
お
役
に
立
て
た
で
し
ょ
う
か
。

　

創
刊
五
〇
周
年
を
迎
え
た
「
海
峡
派
」
第
一
六
一
号

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
全
国
的
に
も
職
場
雑
誌
や
同
人
雑
誌
活
動
が

盛
ん
な
都
市
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
散
文

の
分
野
で
本
市
を
拠
点
に
定
期
的
に
刊
行
し
続
け
て
い

る
同
人
雑
誌
は
、「
海
峡
派
」
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

若
窪
美
恵
発
行
人
の
、「『
海
峡
派
』
が
あ
る
か
ら
書

く
、
発
表
す
る
、
合
評
す
る
、
と
い
う
一
連
の
流
れ
に

自
分
の
人
生
の
一
部
を
並
行
さ
せ
て
い
っ
て
い
る
」「
人

生
の
伴
走
者
」
と
い
う
感
慨
に
、
同
人
誌
に
書
く
と
い

う
こ
と
の
意
義
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

北
九
州
市
八
幡
西
区
在
住
の
詩
人
・
鷹
取
美
保
子
さ

ん
が
六
月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
館
主
催
の
「
あ
な
た
に
あ
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き

た
詩
」
コ
ン
ク
ー
ル
の
事
前
選
考
を
二
〇
一
〇
年
の
第

一
回
か
ら
お
願
い
し
て
お
り
、
い
つ
も
朗
ら
か
で
鷹
揚

で
、
子
ど
も
た
ち
の
瑞
々
し
い
感
性
を
見
逃
さ
ず
、
選

考
会
を
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

不
慮
の
事
故
で
逝
か
れ
た
姉
上
様
へ
の
想
い
を
書
い

た
詩
「
薔
薇
ほ
ど
に
」
で
、
第
三
四
回
伊
東
静
雄
賞
を

受
賞
さ
れ
、
こ
の
三
月
に
諫
早
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た

ば
か
り
で
し
た
。
五
月
末
に
発
行
さ
れ
た
鷹
取
さ
ん
の

個
人
詩
通
信「
あ
ん
」は
六
十
号
を
迎
え
、末
尾
に「
七
十

号
ま
で
は
頑
張
り
た
い
。」
と
あ
り
ま
す
。

　

華
や
か
で
美
し
く
、
そ
れ
で
い
て
哲
学
的
な
詩
を
、

憧
れ
を
抱
き
つ
つ
い
つ
も
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

 

夏
が
ゆ
く  

館
長　

今
川　

英
子
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二
〇
二
四
年
度
夏
の
特
別
企
画
展
は
、

「〝
か
わ
い
い
〟
の
パ
イ
オ
ニ
ア 

竹
久
夢
二

展 

大
正
浪
漫
の
マ
ル
チ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
生
誕
一
四
〇
年
・
没
後
九
〇
年
を

迎
え
た
大
正
浪
漫
の
画
家
・
詩
人
で
あ
る
竹

久
夢
二
の
画
業
を
一
望
す
る
展
覧
会
で
す
。

木
版
画
、
日
本
画
、
水
彩
画
、
ペ
ン
画
、
表

紙
や
挿
絵
を
手
が
け
た
雑
誌
、
書
籍
、
楽
譜

な
ど
の
ほ
か
、「
か
わ
い
い
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
で
販
売
さ
れ
た「
港
屋
絵
草
紙
店
」

の
紙
小
物
（
千
代
紙
、
封
筒
、
便
せ
ん
）
を

展
示
し
、
マ
ル
チ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
活

躍
し
た
夢
二
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新

聞
連
載
小
説
「
岬
」
の
原
画
（
北
九
州
市
立

美
術
館
蔵
）
や
、
関
東
大
震
災
後
の
東
京
の

様
子
を
絵
と
文
で
ス
ケ
ッ
チ
し
、
社
会
問
題

に
鋭
い
目
を
向
け
た
「
東
京
災
難
画
信
」（
複

写
）
も
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
室
外
で
は
、

夢
二
が
「
遠
賀
郡
八
幡
村
枝
光
」（
現
・
八

幡
東
区
山
王
）
に
住
ん
だ
こ
と
や
、
北
九
州

で
の
夢
二
の
顕
彰
活
動
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
と

資
料
で
紹
介
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
夢
二
と

北
九
州
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
カ
フ
ェ
・
ラ
ポ
ー
ル
中
央
図
書

館
店
で
は
、
大
正
浪
漫
を
モ
チ
ー
フ
に
コ
ラ

ボ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
構
成

【
夢
二
登
場 
― 

明
治
期
の
夢
二
】

【
夢
二
と
そ
の
時
代 

― 

大
正
ロ
マ
ン
】

　
　
「
夢
二
式
美
人
画
」、
港
屋
絵
草
紙
店
、

　
　

オ
リ
ジ
ナ
ル
木
版
画

【
木
版
画　

装
幀
・
挿
画
】「
婦
人
グ
ラ
フ
」

【
夢
二
の
肉
筆
画
】

【
楽
譜
】「
セ
ノ
オ
楽
譜
」、
中
山
晋
平
作
曲

　
　

全
集

【
子
ど
も
の
た
め
の
仕
事 

― 

童
画
・
童
謡
・

　
　

児
童
文
学
】

【
新
聞
小
説
・
ル
ポ
】

　
　

小
説
「
岬
」、「
東
京
災
難
画
信
」

【
晩
年
の
夢
二
】【
年
譜
】

【
夢
二
と
北
九
州
】（
オ
リ
ジ
ナ
ル
展
示
）

（
資
料
点
数
＝
約
二
三
〇
点
）

来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
美
人
画
以
外
に
多
様
な
活
動
や
作
品
を

残
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
面
白
く

拝
見
し
ま
し
た
。	（
八
幡
東
区
・
60
代
）

・
世
界
情
勢
や
病
気
に
よ
り
、
思
い
描
い

た
画
家
人
生
を
歩
め
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
、
必
ず
し
も
順
風
満
帆
で
は
な

か
っ
た
実
情
を
知
り
、
夢
二
と
い
う

一
人
の
人
間
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。	（
小
倉
北
区
・
30
代
）

「第 47回夢二まつり」（諏訪一丁目公園、9/7・8）
夢二まつりは、竹久夢二文学碑が枝光に建立されて
以来、地元の方々を中心に毎年開催されています。
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二
〇
二
四
年
七
月
二
〇
日

講
師
：
大
平
直
輝
さ
ん
（
夢
二
研
究
家
）

　

初
め
に
、
全
国
各
地
に
あ
る
竹
久
夢
二
の

名
前
を
冠
し
た
美
術
館
や
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
所
蔵
し
て
い
る
美
術
館
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら

夢
二
の
魅
力
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

夢
二
は
コ
マ
絵
や
挿
絵
の
仕
事
が
増
え
て

き
た
こ
ろ
、
水
彩
画
を
携
え
て
画
家
の
岡
田

三
郎
助
を
訪
ね
（
一
九
〇
八
年
）、
美
術
学

校
に
進
学
す
べ
き
か
助
言
を
求
め
ま
す
。
岡

田
は
夢
二
の
才
能
を
生
か
す
に
は
独
学
で

や
っ
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
助
言
し
、
夢

二
は
画
家
と
し
て
独
自
の
道
を
歩
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
夢
二
は
、
生
活
に
美
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
提
唱
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の

「
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
」
や
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
雑
誌
な
ど
か
ら
影
響
を

受
け
、
自
身
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
取
り
込
み
ま

し
た
。
港
屋
絵
草
紙
店
で
の
小
物
の
デ
ザ
イ

ン
を
は
じ
め
、
雑
誌
や
書
籍
な
ど
の
レ
タ
リ

ン
グ
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

な
ど
に
も
才
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。
な
か
で

も
、「
セ
ノ
オ
楽
譜
」
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
夢

二
が
楽
し
ん
で
行
っ
た
仕
事
の
ひ
と
つ
で
し

た
。

　

大
平
さ
ん
は
、「
夢
二
は
天
才
マ
ル
チ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
。
百
年
以
上
経
っ
て
も
古
臭
く
な

い
〝
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
〟
が
魅
力
だ
。
こ
れ
か

ら
も
長
く
愛
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
夢
二
は
天
才
で
あ
り
多
方
面
に
才
能
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
人
物
だ
と
再
認
識

し
ま
し
た
。	

（
小
倉
北
区
・
70
代
）

・
夢
二
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ユ
ー
モ
ア
を
ま

じ
え
て
話
さ
れ
、
楽
し
め
ま
し
た
。

	
	
（
八
幡
西
区
・
60
代
）

二
〇
二
四
年
八
月
二
四
日

講
師
：
石
川
桂
子
さ
ん
（
竹
久
夢
二
美
術

館
学
芸
員
）

　

夢
二
の
人
生
を
、
日
記
や
随
筆
、
詩
な
ど

夢
二
の
言
葉
と
と
も
に
た
ど
り
、
人
物
像
や

作
品
の
魅
力
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、「
私
は
結
論
へ
到
達
し
た
く
な

い
。
い
つ
も
プ
ロ
セ
ス
に
い
た
い
」（
日
記

一
九
一
〇
年
一
一
月
二
一
日
）
と
い
う
言
葉

が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
夢
二
の
人
生
は
変
化

の
連
続
で
あ
っ
た
と
紹
介
し
ま
し
た
。ま
た
、

夢
二
の
創
作
に
は
、
恋
愛
、
旅
が
欠
か
せ
な

い
も
の
で
し
た
。
東
北
か
ら
九
州
ま
で
日
本

中
を
旅
し
、
孤
独
、
郷
愁
な
ど
自
身
の
内
面

や
、
自
然
の
一
場
面
を
切
り
取
り
詩
と
絵
で

情
緒
豊
か
に
表
現
し
ま
し
た
。

　

夢
二
は
一
五
歳
か
ら
一
六
歳
の
一
時
期
、

八
幡
村
枝
光
（
現
・
八
幡
東
区
山
王
）
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
八
年
の

長
崎
旅
行
の
途
次
、枝
光
の
実
家
に
立
ち
寄
っ

て
い
ま
す
。
石
川
さ
ん
は
、
滝
の
絵
（
菅
生

の
滝
か
）
が
水
彩
で
描
か
れ
た
葉
書
「
夢
二 

筑
前
枝
光
町
に
て
」（
竹
久
夢
二
美
術
館
蔵
）

を
紹
介
。
消
印
の
年
が
読
み
と
れ
ま
せ
ん
が
、

文
面
の
内
容
と
「
女
学
世
界
」（
一
九
〇
八
年

一
一
月
号
）掲
載
の
ペ
ン
画「
筑
前
八
幡
の
浜
」

が
対
応
す
る
と
推
測
さ
れ
、
葉
書
が
一
九
〇

八
年
の
も
の
で
こ
の
年
に
も
夢
二
が
枝
光
に

来
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
夢
二
は
北
九
州
に
も
ゆ
か
り

の
あ
る
画
家
・
詩
人
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
夢

二
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
北
九
州
と
縁
が
あ
っ
た
と
は
知
ら
な

か
っ
た
で
す
。
独
学
で
こ
ん
な
に
人
を

引
き
つ
け
る
絵
を
完
成
さ
せ
る
と
は
、

や
は
り
秀
で
た
才
能
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。	

（
小
倉
南
区
・
70
代
）

二
〇
二
四
年
八
月
二
四
日
～
九
月
六
日

　

竹
久
夢
二
を
描
い
た
映
画
二
本
を
協
賛
上

映
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
映
作
品
は
、「
竹

久
夢
二
物
語
・
恋
す
る
」（
松
竹 

一
九
七
五

年
／
監
督
・
斎
藤
耕
一
、
主
演
・
北
大
路
欣

也
）、「
夢
二
」（
リ
ト
ル
モ
ア
、
マ
ジ
ッ
ク

ア
ワ
ー 

二
〇
二
三
年
４
Ｋ
デ
ジ
タ
ル
完
全

修
復
版
／
一
九
九
一
年
製
作 

荒
戸
源
次
郎

／
監
督
・
鈴
木
清
順
、
主
演
・
沢
田
研
二
）。

　

九
月
一
日
は
、
上
映
の
あ
と
、
文
学
館
小

野
恵
学
芸
員
が
企
画
展
の
紹
介
を
兼
ね
て
夢

二
に
つ
い
て
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
記
念
講
話

小
倉
昭
和
館
で

　
映
画
の
協
賛
上
映

講
演
会

「
詩
人
に
な
り
た
か
っ
た
夢
二

―
大
正
ロ
マ
ン
に
彩
ら
れ
た
美
と
言
葉
よ
り
―
」

大平直輝さん

石川桂子さん

写真提供　小倉昭和館
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竹
久
夢
二
は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
33
）
年

二
月
、
家
族
と
と
も
に
、
岡
山
県
邑
久
郡
本

庄
村
（
現
・
瀬
戸
内
市
）
か
ら
「
遠
賀
郡
八

幡
村
大
字
枝
光
」（
現
・
北
九
州
市
八
幡
東

区
山
王
）
に
転
籍
し
、
翌
年
夏
ご
ろ
上
京
す

る
ま
で
を
過
ご
し
た
。
竹
久
家
が
居
住
し
た

場
所
に
近
い
諏
訪
一
丁
目
公
園
に
は
、
七
八

（
昭
和
53
）
年
、
竹
久
夢
二
文
学
碑
が
建
て

ら
れ
、
以
降
毎
年
九
月
に
「
夢
二
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
枝
光
地
域
の
住
民
を

中
心
に
夢
二
の
顕
彰
が
行
わ
れ
て
き
た
（
※

夢
二
ま
つ
り
は
現
在
も
続
く
）。

　

一
九
九
四
（
平
成
６
）
年
七
月
、
夢
二
研

究
を
目
的
と
す
る
「
夢
二
を
語
る
会
」
が
発

足
す
る
。
北
九
州
の
同
人
誌
「
九
州
作
家
」

同
人
の
栗
田
藤
平
（
主
宰
）
と
、
枝
光
地
区

で
竹
久
夢
二
の
顕
彰
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た

原
田
準
一
（
代
表
）
を
中
心
に
「
夢
二
芸
術

と
九
州
の
関
係
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
」
を
目

指
し
、
隔
月
で
例
会
を
開
催
、
例
会
の
報
告

や
栗
田
の
夢
二
作
品
の
解
説
を
掲
載
し
た
会

報
を
発
行
し
た
。
当
館
が
所
蔵
す
る
会
報
・

全
九
四
号
を
概
観
し
、
掲
載
内
容
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

　

一
号
（
九
四
・
一
一
）
～
七
号
（
九
五･

九
）
は
、
夢
二
を
知
る
地
元
の
人
（
立
石
由

美
子
さ
ん
）
や
縁
者
（
夢
二
の
姉
・
松
香
と

結
婚
し
た
栗
山
安
兵
衛
の
甥
の
子 

栗
山
崇

輝
さ
ん
）
の
話
の
掲
載
な
ど
、八
幡
（
枝
光
）

時
代
の
夢
二
、
九
州
と
夢
二
の
か
か
わ
り
が

掘
り
下
げ
ら
れ
た
。
栗
田
藤
平
「
夢
二
と
八

幡
の
家
族
た
ち
」（
一
号
）
で
は
、
夢
二
が

上
京
し
た
あ
と
の
父
・
菊
蔵
、
母
・
也
須
野
、

姉
・
松
香
、
妹
・
栄
、
長
男
・
虹
之
助
、
二
男
・

不
二
彦
の
生
涯
を
紹
介
。「
竹
久
家
が
岡
山

を
出
郷
し
た
あ
と
、
ま
と
ま
っ
て
暮
ら
し
た

の
は
八
幡
時
代
だ
け
」
で
、
そ
の
後
「
一
家

は
離
散
」
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、「
夢
二
の

家
族
を
見
る
目
に
常
に
悲
し
み
が
あ
っ
た
」

と
指
摘
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
栗
田
「
長
崎
十
二
景
の
誕
生
ま

で
」（
二
号
）、
同
「
長
崎
十
二
景
解
説
と
別

府
で
の
短
歌
」（
三
号
）、
立
石
由
美
子
さ
ん

を
囲
む
座
談
会
「
八
幡
に
残
る
夢
二
の
影
」

（
五
号
）、
関
谷
定
夫
（
当
時
西
南
学
院
大
学

神
学
部
教
授
）「
夢
二
と
キ
リ
ス
ト
教
」（
四

号
）、
本
田
幸
信
（
俳
人
）「
竹
久
夢
二
と
俳

句
」（
六
号
）
な
ど
各
会
員
が
例
会
で
発
表

し
た
研
究
成
果
の
概
要
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

七
号
で
栗
田
は
、「
夢
二
は
単
に
美
人
画

家
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
芸
術
的
、
思
想

的
に
も
幅
広
く
、
未
知
の
部
分
の
多
い
人
で

す
。
そ
の
全
体
像
を
つ
か
み
、
真
実
の
人
間

像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
青
年
期
を
過
ご

し
た
八
幡
時
代
を
研
究
し
、
地
元
と
密
着
し

た
形
で
語
る
会
の
歩
み
を
進
め
た
い
」
と
会

の
目
的
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

「
夢
二
画
を
テ
ー
マ
別
に
解
説
」
し
て
い
く

こ
と
を
記
し
た
。
栗
田
の
「
夢
二
に
お
け
る

手
―
永
遠
の
女
性
像
を
求
め
て
」（
九
号
）、

「
夫
婦
げ
ん
か
に
見
る
夢
二
の
人
間
研
究
」

（
一
一
号
）、「
夢
二
と
異エ

キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム

国
情
調
に
つ
い
て
」

（
一
九
号
）
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
会
報
を
「
読
み
物
」
と
し
て
楽
し

め
る
も
の
に
し
よ
う
と
、
夢
二
の
作
品
に
栗

田
が
解
説
を
つ
け
た
コ
ー
ナ
ー
の
連
載
を
開

始
す
る
。
一
一
号
（
九
六
・
六
）
～
二
九
号

（
九
九
・
四
）
は
版
画
、
三
〇
号
（
九
九
・
六
）

～
九
四
号
（
二
〇
〇
九
・
一
〇
）
は
ペ
ン
画

（
主
に
欧
米
滞
在
中
の
ス
ケ
ッ
チ
）
を
一
作

品
ず
つ
取
り
上
げ
た
。
こ
の
連
載
は
、
著
書

『
人
生
派
・
竹
久
夢
二
―
版
画
・
デ
ッ
サ
ン

か
ら
』（
夢
二
を
語
る
会 

九
九
・
三
）、『
お

お 

白
銀
の
チ
ロ
ル
―
竹
久
夢
二
の
米
欧
無

銭
旅
行
』（
武
蔵
野
書
房 

〇
八
・
一
〇
）
に

結
実
し
た
。

　

栗
田
以
外
の
会
員
の
研
究
報
告
も
掲
載
さ

れ
た
。
―
―
西
章
「
大
正
浪
漫
と
竹
久
夢
二

―
有
島
武
郎
か
ら
の
視
点
も
入
れ
て
」（
三

四
号
）、
菊
竹
閣
三
「
正
木
不
如
丘
」（
四
九

号
）、
西
章
「
有
島
生
馬
―
最
大
の
理
解
者

の
一
人
」（
五
一
・
五
二
号
）、
山
口
公
和

「
石い

そ
の
か
み
つ
ゆ
こ

上
露
子
に
贈
ら
れ
た
女
扇
子
」（
五
三

号
）、
市
丸
薫
「
宵
待
草
碑
の
ほ
と
り
に
住

ん
で
」（
五
四
号
）、山
口
「
研
究
報
告
」（
六

八
号
、
六
九
号
）
な
ど
。

　

第
二
四
回
例
会
（
九
八
・
四
）
か
ら
、
夢

二
研
究
を
深
め
る
目
的
で
「
夢
二
日
記
」
の

輪
読
が
始
ま
る
。
栗
田
は
、「
夢
二
日
記
を

読
め
ば
救
い
難
い
愚
昧
な
夢
二
を
見
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
素
顔
の
夢
二
と
、
そ
の

美
人
画
の
す
ば
ら
し
さ
を
ス
ラ
イ
ド
で
対
比

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芸
術
家
の
秘
密
の
一

端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」（
二

二
号
）
と
、「
夢
二
日
記
」
を
読
む
意
義
を

記
し
た
。
二
三
号
か
ら
最
終
号
ま
で
栗
田
の

解
説
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

会
報
か
ら
は
、
例
会
以
外
の
会
の
活
動
報

告
、
北
九
州
で
の
夢
二
顕
彰
の
動
き
な
ど
を

知
る
こ
と
も
で
き
る
―
―
「
竹
久
夢
二
木
版

画
展
」
の
開
催
（
主
催
・
夢
二
を
語
る
会
、

九
五
・
九
・
六
～
一
〇 

市
立
旧
百
三
十
銀

行
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）（
六
号
）、
夢
二
居
住
跡
碑

の
建
立
（
一
四
号
）、
Ｊ
Ｒ
枝
光
駅
の
駅
名

表
示
板
へ
の
夢
二
の
絵
の
使
用
と
選
定
の
依

頼
を
受
け
た
こ
と
／
原
田
（
二
九
～
三
一

号
）、「
夢
二
通
り
」
に
つ
い
て
の
地
元
民
の

要
望
を
行
政
と
折
衝
中
で
あ
る
こ
と
／
原
田

（
四
〇
号
）、「
夢
二
ま
つ
り
」
三
〇
周
年
記

念
行
事
に
つ
い
て
／
原
田
（
八
一
号
）、
北

九
州
市
立
美
術
館
が
購
入
し
た
夢
二
の
画

「
桐
下
別
離
」
の
観
覧
と
解
説
（
九
四
号
）

な
ど
―
―
。

　

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
四
月
、「
夢

二
を
語
る
会
」
は
栗
田
の
死
に
よ
っ
て
解
散

と
な
り
、
会
報
は
九
四
号
（
〇
九
・
一
一
）

が
最
終
号
と
な
っ
た
。

北
九
州
で
の
夢
二
研
究
を
牽
引
し
た
「
夢
二
を
語
る
会
」
―
―
会
報
紹
介

栗田藤平さん
（写真：©個人蔵）

会報　11号
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二
〇
二
四
年
八
月
一
〇
日

　
『
ミ
ラ
イ
の
源
氏
物
語
』（
二
〇
二
三
・
三
、

淡
交
社
）
を
上
梓
さ
れ
た
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

さ
ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
の
抄
録
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
聞
き
手
は
今
川
英
子
館
長
が
務
め
ま

し
た
。

会　

場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
北
九
州
芸
術
劇
場 

　
　
　
　

小
劇
場

参
加
者　

一
三
〇
名

―
―B

unkam
ura

ド
ゥ
マ
ゴ
文
学
賞
も
受
賞

さ
れ
た
『
ミ
ラ
イ
の
源
氏
物
語
』
は
、
現
代

の
視
点
で
『
源
氏
物
語
』
を
読
み
解
か
れ
た

と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
初
に
『
源
氏
物
語
』
を
読
ん
だ
の
は
高

校
時
代
で
し
た
が
、
モ
ヤ
モ
ヤ
を
当
時
は
言

語
化
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
卒
論
で
取
り
上

げ
た
と
き
も「
女
性
の
描
き
方
が
へ
ん
だ
な
」

と
思
っ
た
の
で
す
が
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
十
年
経
っ
て
だ
ん
だ
ん
社
会
が
変
わ
り
、

思
う
こ
と
を
口
に
出
し
て
い
い
雰
囲
気
を
感

じ
、『
ミ
ラ
イ
の
源
氏
物
語
』を
書
き
ま
し
た
。

実
は
怒
ら
れ
な
い
か
と
少
し
び
く
び
く
し
な

が
ら
連
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
上
の
か
た

に
も
「
私
も
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
て
、
昔
か
ら
み
ん
な
疑

問
を
感
じ
て
い
た
の
だ
な
と
。

―
―
つ
い
「
で
き
る
だ
け
当
時
の
感
性
に
沿
っ

て
読
ま
な
い
と
良
さ
が
分
か
ら
な
い
の
で
は
」

な
ど
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
読
み
方
も
大
事
だ

し
、
い
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
書
く
よ
う

に
な
る
と
読
者
が
気
を
遣
っ
て
作
者
の
頭
を

覗
い
て
み
よ
う
と
し
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
け

ど
、
作
品
は
作
者
の
も
の
で
は
な
く
読
者
の

も
の
だ
と
も
思
う
ん
で
す
。『
源
氏
物
語
』も
、

平
安
時
代
の
菅
原
孝
標
女
た
ち
は
作
者
に

沿
っ
た
読
み
方
が
で
き
た
で
し
ょ
う
が
、
現

代
は
言
葉
も
社
会
規
範
も
違
う
し
、「
こ
の

恋
愛
ひ
ど
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
感
じ

て
し
ま
う
。こ
う
し
た
感
情
を
押
し
殺
さ
ず
、

大
事
に
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
い
の
で
は
な

い
か
と
。

　

末
摘
花
は
、
ル
ッ
キ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
で

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
容
姿
至
上
主
義
で
美

し
い
人
ば
か
り
登
場
す
る
中
、
不
美
人
と
し

て
描
か
れ
ま
す
。
光
源
氏
が
幼
い
紫
の
上
と

「
あ
ま
り
き
れ
い
な
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と

噂
話
を
し
て
ふ
ざ
け
あ
う
シ
ー
ン
で
は
、
他

人
の
容
姿
の
こ
と
を
悪
く
言
う
の
は
い
や
だ

と
思
っ
て
い
て
も
、
人
の
噂
話
で
盛
り
上
が

る
楽
し
さ
も
分
か
る
か
ら
、
自
分
の
中
の
差

別
す
る
気
持
ち
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。

差
別
や
不
倫
と
い
っ
た
い
や
な
シ
ー
ン
が
あ

る
か
ら
読
ま
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
自

分
な
り
の
読
み
方
で
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

―
―
光
源
氏
と
紫
の
上
の
関
係
も
、
年
齢
差

で
は
な
く
、
ま
だ
幼
い
子
を
結
婚
の
対
象
に

し
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
だ
と
。

　

現
代
人
は
一
三
と
か
一
四
の
子
と
の
結
婚

に
違
和
感
を
覚
え
ま
す
が
、
当
時
は
「
小
さ

い
大
人
」
く
ら
い
の
感
覚
だ
っ
た
と
思
う
ん

で
す
ね
。
断
罪
す
る
の
で
は
な
く
、
違
和
感

を
抱
え
た
ま
ま
読
む
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
の
で
す
。

―
―
登
場
人
物
で
は
朧
月
夜
が
人
気
で
す
ね
。

　

朧
月
夜
は
積
極
的
だ
し
仕
事
を
持
っ
て
い

て
、
意
思
も
あ
っ
て
恋
愛
も
す
る
。
現
代
の

読
者
に
も
「
こ
う
あ
り
た
い
」
と
い
う
か
た

が
多
そ
う
で
す
。

―
―
嫉
妬
を
表
に
出
し
た
く
は
な
い
、
で
も

生
き
霊
に
な
っ
て
し
ま
う
…
…
と
い
う
、
六

条
御
息
所
に
も
惹
か
れ
ま
す
。
ナ
オ
コ
ー
ラ

さ
ん
は
誰
が
お
好
き
で
す
か
。

　

逆
に
受
け
身
の
浮
舟
や
女
三
の
宮
で
す

ね
。
私
は
十
代
の
頃
、
人
前
で
話
せ
ず
主
体

性
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
女
性
は
主
体

性
を
持
っ
て
」
と
か
「
明
る
く
」
と
い
う
話

や
物
語
ば
か
り
で
、
私
み
た
い
な
人
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
輪
郭
の
感
じ
ら
れ
な
い
女
三

の
宮
や
浮
舟
に
、「
こ
れ
で
も
ヒ
ロ
イ
ン
が

務
ま
る
ん
だ
」
と
感
じ
た
ん
で
す
。

　

女
三
の
宮
は
「
源
氏
を
裏
切
っ
た
」
と
、

読
者
に
も
不
人
気
で
す
。
で
も
、
ど
う
読
ん

で
も
性
暴
力
の
被
害
者
で
、
裏
切
る
よ
う
な

こ
と
は
し
て
い
な
い
。
い
ま
だ
と
、「
服
装

や
飲
酒
の
せ
い
で
は
な
い
、
被
害
者
に
は
落

ち
度
は
な
い
」
と
言
い
ま
す
よ
ね
。
垣
間
見

さ
れ
る
場
面
も
、
気
を
張
っ
て
い
な
か
っ
た

だ
け
で
そ
ん
な
に
責
め
ら
れ
、
読
者
に
愛
さ

れ
な
い
理
由
に
な
る
の
か
な
と
。

―
―
卒
論
で
も
扱
わ
れ
た
と
い
う
浮
舟
に
つ

い
て
も
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

　

浮
舟
は
二
股
を
か
け
た
よ
う
に
読
ま
れ
て

き
ま
し
た
が
、
彼
女
も
や
は
り
被
害
に
遭
っ

て
い
る
だ
け
だ
と
思
う
ん
で
す
。
意
思
も
人

格
も
な
く
た
だ
流
さ
れ
て
き
て
、
で
も
、
最

後
は
自
分
で
出
家
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
そ

れ
ま
で
の
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
は
恋
愛
で
し
か
生

き
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
。

　

私
た
ち
に
は
出
家
は
身
近
で
は
な
い
で
す

け
ど
、
紫
式
部
は
恋
愛
物
語
の
外
に
出
る
と

こ
ろ
で
終
わ
ら
せ
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
読
み
を
し
て
、「
浮
舟
か
っ
こ
い
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
紫
式
部
は
、
た
だ
恋
愛

を
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
社
会
の
い

ろ
ん
な
ひ
と
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。

―
―
第
三
部
は
近
代
小
説
に
近
い
気
が
し
ま

す
。

　

現
代
人
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
で
す
よ

ね
。『
源
氏
物
語
Ａ
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
版
』（
毬

矢
ま
り
え
・
森
山
恵 

共
訳
）
は
英
訳
を
現

代
語
訳
し
た
も
の
で
面
白
く
、
訳
者
な
ど
の

後
生
の
人
間
が
物
語
を
育
て
た
の
を
感
じ
ま

す
。
読
解
っ
て
自
由
な
ん
だ
、『
源
氏
物
語
』

は
紫
式
部
の
も
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の

も
の
な
ん
だ
っ
て
。

―
―
勧
善
懲
悪
や
好
色
の
戒
め
な
ど
、
時
代

に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
読
ま
れ
方
を
し
て
き

ま
し
た
ね
。
江
戸
時
代
に
は
本
居
宣
長
が
「
湖

月
抄
」
で
緻
密
に
解
釈
し
ま
し
た
。
今
わ
た

し
た
ち
が
ど
う
読
む
か
と
い
う
こ
と
も
押
さ

え
て
い
か
な
い
と
、
未
来
に
繋
が
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
で
す
ね
。
本
居
宣
長
た
ち
の
バ
ト
ン

を
次
に
繋
げ
た
く
て『
ミ
ラ
イ
の
源
氏
物
語
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
し
ま
し
た
。

　
『
源
氏
物
語
』
は
登
場
人
物
の
名
前
が
ほ

と
ん
ど
出
て
こ
ず
、
読
者
が
夕
顔
と
か
末
摘

花
と
い
っ
た
あ
だ
名
を
つ
け
た
、
つ
ま
り
読

者
が
参
加
し
て
き
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、

い
ま
ふ
う
に
読
み
解
い
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
し
、
こ
う
し
た
読
者
の
空
気
が
、
未
来
の

人
に
「
私
も
読
ん
で
み
よ
う
か
な
」
と
繋
が

る
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

野
心
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
の
現
代
語

訳
と
、
浮
舟
の
そ
の
後
を
現
代
小
説
で
書
き

た
い
で
す
。「
尼
同
士
で
楽
し
い
よ
ね
」と
か
。

―
―
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・「
作
品
は
読
者
の
も
の
」
と
い
う
言
葉

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
自
由
に
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
40
代
・
八
幡
東
区
）

・
恋
愛
の
外
に
出
る
決
意
を
し
た
浮
舟
に

魅
力
を
感
じ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
共

感
し
ま
し
た
。	

（
40
代
・
山
口
市
）

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
さ
ん
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

～
ミ
ラ
イ
の
源
氏
物
語
～

山崎ナオコーラさん
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二
〇
二
四
年
四
月
二
七
日
～
五
月
六
日

　

光
草
書
道
会
（
橋
村
雅
榮
会
長
）
主
催
の

書
道
展
は
今
回
、
長
ら
く
会
員
の
憧
れ
だ
っ

た
と
い
う
「
源
氏
物
語
」
に
取
組
み
ま
し
た
。

「
源
氏
物
語
」
五
四
帖
に
「
雲
隠
」
の
巻
を

加
え
た
五
五
篇
す
べ
て
か
ら
、
会
員
が
印
象

的
な
文
章
や
フ
レ
ー
ズ
を
選
び
、
書
道
の
作

品
と
し
て
表
現
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
特
別
講
演
で
は
、「
源
氏
物
語
」

の
研
究
者
で
あ
る
沼
尻
利
通
さ
ん
（
福
岡
教

育
大
学
准
教
授
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
ま
し

た
。「
源
氏
物
語
と
紫
式
部
」
と
題
し
た
お

話
で
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」

の
背
景
や
見
ど
こ
ろ
も
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

展
覧
会
の
来
場
者
か
ら
は
、「
書
も
絵
画

の
よ
う
で
と
て
も
美
し
い
」「
文
字
の
美
し

さ
は
も
ち
ろ
ん
、
紙
の
白
い
空
間
も
良
い
な

あ
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
ほ

か
、
各
帖
の
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
え
た
表
装
も

鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
六
月
一
九
日

　

森
鷗
外
は
一
八
九
九
年
六
月
一
九
日
に
第

十
二
師
団
軍
医
部
長
と
し
て
小
倉
に
着
任
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
北
九
州
森
鷗
外

記
念
会
が
毎
年
六
月
一
九
日
、
紫
川
河
畔
の

文
学
碑
前
で
偲
ぶ
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

小
倉
商
業
高
校
の
生
徒
が
、「
小
倉
日
記
」

の
冒
頭
を
朗
読
し
た
の
ち
、「
紫
川
の
歌
」（
劉

寒
吉
作
詞
）
を
斉
唱
、
参
加
者
は
献
花
で
鷗

外
の
小
倉
滞
在
を
偲
び
ま
し
た
。

　

会
場
を
移
し
て
、
養
父
克
彦
さ
ん
（
北
九

州
森
鷗
外
記
念
会
理
事
）
の
講
演
「
鷗
外
帰

郷
説
を
読
み
解
く
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
四
月
二
〇
日

　

作
家
・
劉
寒
吉
の
命
日
、
出
身
校
の
福

岡
県
立
小
倉
商
業
高
等
学
校
主
催
で
、「
劉

寒
吉 

碑
前
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
文
学
館
・
中
央
図
書
館
前
の
劉
寒
吉

文
学
碑
前
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

あ
い
に
く
の
空
模
様
と
な
り
、
文
学
館
交
流

ひ
ろ
ば
に
急
遽
会
場
を
変
更
し
、
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

劉
は
文
芸
同
人
誌
「
九
州
文
学
」
を
支
え

続
け
、
自
身
も
芥
川
賞
、
直
木
賞
の
候
補
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
森
鷗
外
旧
居
の
保
存
な

ど
、北
九
州
の
文
化
振
興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
関
係
者
の
挨
拶
と
、
中
央
図
書
館

長
、
文
学
館
長
な
ど
の
講
話
の
の
ち
、
小
倉

商
業
高
校
の
生
徒
た
ち
が
劉
作
詞
の
校
歌
を

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
で
合
唱
。
ま
た
新
し

く
刊
行
さ
れ
た
劉
の
著
書
『
西
国
の
獅
子
』

が
、
ご
子
息
の
濱
田
源
一
郎
さ
ん
か
ら
参
加

者
に
贈
ら
れ
、
劉
の
足
跡
に
思
い
を
馳
せ
る

集
い
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
六
月
三
〇
日

　

小
森
江
西
校
区
ま
ち
づ
く
り
自
治
連
合
会

主
催
に
よ
る
第
四
三
回
林
芙
美
子
忌
の
集
い

が
、
門
司
の
小
森
江
西
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
毎
年
芙
美
子
の
命
日
（
六
月

二
八
日
）
に
近
い
日
曜
日
に
開
催
し
、
林
芙

美
子
に
つ
い
て
の
講
座
や
朗
読
会
、
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と
献
花
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
小
森
江
の
地
域
の
方
々
や

門
司
区
の
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
。
芙
美
子
の
詩
に
曲
を
つ
け
た
「
花
の
い

の
ち
は
み
じ
か
く
て
」
や
、『
放
浪
記
』
の

冒
頭
に
出
て
く
る
「
旅
愁
」
な
ど
が
歌
わ
れ
、

皆
で
芙
美
子
を
偲
び
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
六
月
二
〇
日

　

戸
畑
図
書
館
敷
地
内
の
宗
左
近
記
念
碑

「
鐵
偶
」
前
で
宗
左
近
の
命
日
に
、
宗
左
近

忌
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
の
宗
左
近
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
世
話
人
、

和
田
米
彦
さ
ん
の
挨
拶
の
の
ち
、
代
表
者
に

よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
北
九

州
文
化
大
使
で
も
あ
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
、
冨
永
裕
輔
さ
ん
が
「
ひ
ま
わ
り
の

花
」
と
、
宗
左
近
の
詩
を
用
い
た
「
響
灘
～

Les M
isérables

～
」
の
二
曲
を
献
歌
さ
れ

ま
し
た
。
第
二
部
で
は
会
場
を
飛
幡
八
幡
宮

の
祗
園
会
館
に
移
し
、
千
葉
県
市
川
市
で
活

動
す
る
宗
左
近
・
蕊
の
会
の
伊
東
美
佐
子
さ

ん
、「
鐵
偶
」
制
作
者
の
母
里
聖
徳
さ
ん
の

挨
拶
が
あ
り
、
冨
永
裕
輔
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。梅
雨
の
晴
れ
間
、

詩
人
を
偲
ぶ
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

林
芙
美
子
忌
の
集
い

宗
左
近
忌

森
鷗
外
を
偲
ぶ
会

劉
寒
吉
　
碑
前
の
集
い

共
催
「
源
氏
物
語
五
十
四
帖

王
朝
文
学
を
筆
に
の
せ
て
」

（
第
46
回
光
草
書
道
展
）
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二
〇
二
四
年
八
月
二
三
日

　

本
市
が
主
催
す
る
「
林
芙
美
子
文
学

賞
」
第
七
回
大
賞
受
賞
者
の
朝
比
奈
秋
さ

ん
が
、「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
四
十
九
日
」

で
第
一
七
一
回
芥
川
龍
之
介
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
、
武
内
和
久
北
九
州
市
長
と

今
川
英
子
館
長
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
ま

し
た
。
医
師
と
し
て
働
い
て
い
た
八
年
ほ

ど
前
、
論
文
執
筆
中
に
突
然
思
い
浮
か
ん

だ
映
像
を
文
章
に
し
始
め
た
の
が
執
筆
の

き
っ
か
け
と
い
う
朝
比
奈
さ
ん
。
受
賞
ス

ピ
ー
チ
で
は
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
物
語
が
来
る
と
没
頭
し
て
し
ま
う
」、

「
あ
ら
が
え
な
い
物
語
の
力
に
自
分
の
人

生
が
迷
い
込
ん
だ
」
と
語
り
、「
な
ん
で

あ
れ
、
書
き
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

朝
比
奈
さ
ん
が
林
芙
美
子
文
学
賞
大
賞

を
受
賞
さ
れ
た
二
〇
二
一
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

リ
モ
ー
ト
で
の
表
彰
式
開
催
と
な
り
、
北

九
州
市
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
か
な

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
贈
呈
式
当
日
、
朝
比

奈
さ
ん
か
ら
「
ぜ
ひ
北
九
州
市
に
お
礼
に

伺
い
た
い
。
み
な
さ
ん
に
も
お
会
い
し
た

い
」
と
の
う
れ
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

朝
比
奈
秋
さ
ん
は
、
二
〇
二
一
年
「
塩

の
道
」で
林
芙
美
子
文
学
賞
大
賞
を
受
賞
、

同
作
を
収
録
し
た
「
私
の
盲
端
」
で
翌
年

デ
ビ
ュ
ー
。
二
〇
二
三
年
、『
植
物
少
女
』

で
第
三
六
回
三
島
由
紀
夫
賞
、
同
年
『
あ

な
た
の
燃
え
る
左
手
で
』
で
第
五
一
回
泉

鏡
花
文
学
賞
、
第
四
五
回
野
間
文
芸
新
人

賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
比
奈
さ
ん
の
今
回
の
受
賞
作
品
や
、

こ
れ
ま
で
の
著
書
は
文
学
館
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
四
十
九
日
」

作
品
紹
介

　

双
子
の
姉
妹
・
杏
と
瞬
は
、
ひ
と

つ
の
身
体
を
共
有
す
る
「
は
た
か
ら

見
れ
ば
一
人
に
見
え
る
」
結
合
双
生

児
。
父
と
心
を
通
い
合
わ
せ
な
が
ら

生
き
て
き
た
伯
父
の
葬
儀
の
あ
と
、

姉
妹
は
死
に
つ
い
て
考
え
始
め
る
。

自
分
た
ち
の
片
方
が
死
ん
だ
ら
、
も

う
一
方
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
―
―
。

　

芥
川
賞
選
考
会
で
は
「
小
説
に
し

か
で
き
な
い
難
し
い
設
定
を
準
備

し
、
書
こ
う
と
い
う
文
学
的
な
野
心

が
ま
ず
評
価
さ
れ
た
」
そ
う
で
す
。

二
〇
二
四
年
七
月
二
七
日
、
八
月
一
七
日

　

友
の
会
で
は
、
夏
休
み
中
の
小
学
生
に
本

や
言
葉
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
や
さ
し
い
文
章
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
回
目
と
な
る
今
年
も
講
師
は
江
口
恵
子
さ

ん
（
友
の
会
副
会
長
、
九
州
女
子
大
学
特
任

教
授
）
で
す
。
三
年
生
か
ら
五
年
生
ま
で
の

児
童
が
参
加
、「
小
さ
な
親
切
」
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
を
題
材
に
作
文
を
書
い
た

り
、
詩
の
朗
読
を
通
し
て
詩
の
書
き
方
を
実

践
的
に
学
び
ま
し
た
。

友
の
会
自
主
企
画

「
や
さ
し
い
文
章
教
室
」

朝
比
奈
秋
さ
ん
芥
川
賞
受
賞

2024.7	新潮社

武内市長、朝比奈秋さん、今川館長

劉
寒
吉
『
西
国
の
獅
子
』
作
品
紹
介

　

戦
国
、
安
土
桃
山
時
代
の
豊
前
・
豊

後
を
中
心
に
九
州
六
か
国
を
支
配
し
た

大
友
宗
麟
。戸
次
鑑
連
ら
勇
将
を
従
え
、

毛
利
、
島
津
、
竜
造
寺
ら
と
覇
を
競
い
、

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教

国
を
築
こ
う
と
し
た
戦
国
大
名
の
一
代

記
で
す
。

　

本
作
は
「
夕
刊
フ
ク
ニ
チ
」
に
一
九

七
五
（
昭
和
50
）
年
七
月
一
日
か
ら
一

二
月
三
一
日
に
か
け
て
連
載
さ
れ
ま
し

た
が
未
刊
で
し
た
。
こ
の
度
、
ご
子
息

の
濱
田
源
一
郎
さ
ん
の
ご
尽
力
で
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
書
店
、
オ
ン
ラ

イ
ン
書
店
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

	2024.5	海鳥社



https://www.kitakyushucity-bungakukan.jp/

9：30～18：00（入館は17：30まで）

毎週月曜日
（月曜日が休日の場合は開館し、翌日が休館）
年末年始

2024 年10月1日 発行

8

赤
磐
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室
、青
柳
文
吉
、

有
森
信
二
、
飯
野
文
輔
、
五
十
嵐
雅
郎
、
池

波
正
太
郎
記
念
文
庫
、
泉
水
雄
矢
、
井
上
靖

記
念
館
、
茨
木
市
立
川
端
康
成
文
学
館
、
い

わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団
、
雲
心
書
道
会
、

大
土
由
美
、大
畑
凛
、岡
田
功
、岡
山
シ
テ
ィ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
桟
比
呂
子
、
風
花
随
筆
文

学
賞
実
行
委
員
会
事
務
局
、
神
奈
川
近
代
文

学
館
、
川
原
一
之
、
菊
池
寛
記
念
館
、
北
九

州
市
立
松
本
清
張
記
念
館
、紀
伊
國
屋
書
店
、

九
州
大
学
日
本
語
文
学
会
、
久
留
米
市
美
術

館
、
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
、
さ

い
た
ま
文
学
館
、
佐
久
間
庸
和
、
司
馬
遼
太

郎
記
念
館
、
勝
央
美
術
文
学
館
、
仙
台
文
学

館
、
鷹
取
美
保
子
、
筑
紫
野
市
歴
史
博
物
館

（
ふ
る
さ
と
館
ち
く
し
の
）、
津
和
町
立
森
鷗

外
記
念
館
、
徳
富
蘇
峰
の
会
、
豊
島
区
立
郷

土
資
料
館
、
土
曜
美
術
社
出
版
販
売
、
中
原

中
也
記
念
館
、
覀
林
節
子
、
日
本
近
代
文
学

館
、
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
、
沼
津
市
芹
沢

光
治
良
記
念
館
、野
田
宇
太
郎
文
学
資
料
館
、

panta rbei

、
姫
路
文
学
館
、
福
岡
県
高
等

学
校
国
語
部
会
北
九
州
地
区
部
会
、
福
岡
市

総
合
図
書
館
文
学
・
映
像
課
、
福
岡
ユ
ネ
ス

コ
協
会
、
古
谷
龍
太
郎
、
文
藝
春
秋
、
前
橋

文
学
館
、
松
石
泉
、
町
田
そ
の
こ
、
岬
の
分

教
場
保
存
会
、
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
、

み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
、
森
鷗
外
記
念

会
、
山
口
公
和
、
和
歌
山
市
文
化
振
興
課

藍
、
青
嶺
、
馬
醉
木
、
阿
蘇
、
花
鶏
、
あ

ん
、
海
、
絵
合
せ
、
沖
、
Ｇ
Ａ
Ｇ
Ａ
、
海
峡

派
、
回
游
、
季
刊
午
前
、
北
九
州
国
文
、
九

州
文
学
、
九
大
日
文
、
鯨
々
、
自
鳴
鐘
、
書

馨
、scripta

、
青
穂
、
粼
、
川
柳
く
ろ
が
ね
、

川
柳
マ
ガ
ジ
ン
、
川
柳
む
ら
さ
き
、
蘇
峰
、

空
、第
三
次
Ｅ
Ｒ
Ａ
、鬣
、天
籟
通
信
、新
墾
、

虹
野
、
浜
木
綿
、
ひ
び
き
、
ふ
よ
う
、
ぽ
ち

袋
、
八
雁
、
遼
、
り
ん
ど
う

　
■ 

提
供
雑
誌

お
祝
い

・
長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
（
絵
本
作
家
・
紙

芝
居
作
家
）
が
、
第
63
回
児
童
文
化

功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・
寺
井
谷
子
さ
ん（
俳
人
）が
、
第
24
回

現
代
俳
句
大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・
朝
比
奈
秋
さ
ん
（
作
家
）
が
、「
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
四
十
九
日
」
で
第
一

七
一
回
芥
川
龍
之
介
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
悔
や
み

・
鷹
取
美
保
子
さ
ん
（
詩
人
）
二
〇
二

四
年
六
月
二
日
に
ご
逝
去
、
72
歳
。

　

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
■ 

寄
贈
者
・
提
供
者

＊

＊

＊

＊

展

覧

会

開

催

予

告

＊

＊

＊

＊

第
35
回
特
別
企
画
展

　

日
本
海
と
瀬
戸
内
海
を
結
ぶ
関
門
海
峡
に
臨
む
、
九
州
・
大
陸
の
玄
関
口
で
あ
る

門
司
は
、
古
く
か
ら
軍
事
・
産
業
・
交
通
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
地
域
で
し
た
。

明
治
期
に
入
る
と
、
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
港
が
築
か
れ
た
こ
と
で
筑
豊
か
ら
の
石
炭

の
輸
出
港
と
し
て
急
速
に
発
展
。
大
正
・

昭
和
期
に
は
全
国
有
数
の
貿
易
港
と
し
て

栄
え
、
多
く
の
人
、
も
の
が
集
ま
り
、
多

く
の
文
化
が
交
差
す
る
場
と
な
り
ま
し

た
。
万
葉
、
平
安
の
時
代
の
歌
人
た
ち
、

中
近
世
の
文
人
た
ち
、
近
代
以
降
の
多
く

の
文
学
者
が
、
歌
や
紀
行
文
、
詩
や
小
説

な
ど
で
門
司
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
そ
の
紹
介
を
通
じ
て
、
文
学

と
い
う
視
点
か
ら
門
司
と
い
う
地
域
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
て
い
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
：
２
０
２
４
年
11
月
10
日
（
日
）、

　
　
　

12
月
28
日
（
土
）

　
　
　

２
０
２
５
年
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　

各
回
14
時
か
ら
30
分
程
度

定
員
：
各
回
先
着
10
名
程
度

　
　
　
（
申
込
不
要
）

門
司
情
景

門
司
情
景
――
文
学
で
た
ど
る

文
学
で
た
ど
る

２
０
２
４
年
10
月
26
日
〜
２
０
２
５
年
１
月
26
日


